
抄録

本稿の目的は、中学生・高校生を追跡したパネルデータの分析を通して、学校適応と将
来展望が「勉強好き」の変化に与える影響を明らかにすることである。その際、入学時点
などの初期状態の学校適応や将来展望が低かったことで勉強好きでなくなっていくという
初期値モデルと、在学中の学校適応や将来展望の低下に連動して勉強好きでなくなってい
くという連動モデルの分析を行い、両者の説明力を比較検討する。

分析に使用するデータは、東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所「子ども
の生活と学び」研究プロジェクトが実施した「子どもの生活と学びに関する親子調査2015-
2017」（JLSCP2015-2017）である。分析対象は中学1年生から高校3年生である。

分析の結果、得られた知見は3つである。第1に、どの学年でも、勉強が「好き」から
「好きではない」に変化する子どもが一定数おり、勉強が「好き」をキープする子どもは、
特に高校生では少なくなる。第2に、勉強好きの変化は、学校適応や将来展望の初期値で
決まる部分と、連動して変化する部分がある。つまり、初期状態の意識が重要であると同
時に、初期に課題を抱えていたとしても、在学中に学校適応や将来展望を変化させること
によって勉強好きを変化させられる可能性がある。第3に、勉強好きの変化には、学校適
応と将来展望の両方の要素が独自の効果を持っており、それぞれを高めるような働きかけ
が重要となる。

キーワード

勉強好き、学校適応、将来展望、初期値モデル、連動モデル

1．問題設定

本稿の目的は、中学生・高校生を追跡したパネルデータの分析を通して、学校適応と将
来展望が「勉強好き」の変化に与える影響を明らかにすることである。
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勉強が好きであることは、子どもが学びに向かううえで重要な要素である。学習動機づ
けの研究によれば、他に何か目的があって勉強するのではなく、楽しいから・おもしろい
から、あるいは好きだから勉強するという内発的動機づけは、学習動機づけのなかで最も
自律的・意欲的であり、子どもが学習に価値を見いだしている状態であるとされている

（櫻井2009、鹿毛2013）。
しかし、これまでさまざまな調査で、日本の子どもたちは、小学校から中学校・高校へ

と学校段階が上がるにつれて、「勉強が楽しい」と感じる比率が減少することが明らかにな
っている（1）。そして、そのような現状をふまえ、学習意欲の規定要因に関する研究が数多
くなされてきた。たとえば、出身階層や高校ランクに着目するもの（苅谷2001、荒牧
2002）、地位達成や自己実現などの価値志向に着目するもの（荒牧2002）、子ども自身の動
機づけスタイルや学習方法に着目するもの（岡田・中谷2006、伊藤編2010）、教師の授業
実践や教室での友人関係に着目するもの（伊藤編2010）、親やおとなからの働きかけに着
目するもの（速水1998、伊藤2011）などが挙げられる。しかし、これらは単年度調査を用
いた研究であり、学習意欲が高まる（あるいは低くなる）過程は検討されていない。子ど
もたちはどのように勉強が好きでなくなるのか、また、何かのきっかけがあれば勉強を好
きになるのか、それらを明らかにすることが求められる。

本稿では、学習意欲の規定要因のうち、学校適応（授業適応・学級適応など）と将来展
望（進路希望・将来目標など）に着目し、それらによって勉強好きがどのように変化する
のかを追究する。その際に参考にしたのが、学習レリバンスに関する議論である。子ども
の学習への意義づけは学習レリバンスと呼ばれ、現在的レリバンスと将来的レリバンスに
区別される。そして、将来勉強が役立つという将来的レリバンスだけでなく、学校の授業
がおもしろいなどの現在的レリバンスを持っていることが、学業達成に効果を持ち、生涯
学習も促進することが示されている（本田2004）。本稿では、現在的レリバンスに関連す
る要素として学校適応を、将来的レリバンスに関連する要素として将来展望を取り上げた。

ただし、本研究で明らかにしたいのは、単に学校適応や将来展望と勉強好きが相関して
いるということではない。それらの間に相関があること自体は、むしろ自明である。本研
究で検証するのは、学校適応や将来展望が勉強好きの「変化」にどうかかわっているかで
ある。たとえば、中1から中2にかけて勉強好きの子どもが減少することに対して、中1時
に学校適応や将来展望が低かったことで、その後に勉強好きでなくなっていくという説明

（初期値モデル）と、中1から中2にかけての学校適応や将来展望の低下に連動して、勉強
好きでなくなっていくという説明（連動モデル）のどちらが妥当なのか。この点を明らか
にすることで、子どもの勉強好きの変化をダイナミックに捉えることができるはずである。
仮に初期値モデルが支持されれば、中学校入学前あるいは入学時の意識づけがより重要と
いうことになるし、連動モデルが支持されれば、中学校生活のなかで意識を変えていく働
きかけがより重要ということになるだろう。

2．使用データと分析枠組み

分析に使用するデータは、東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所「子ども
の生活と学び」研究プロジェクトが実施した「子どもの生活と学びに関する親子調査2015-
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2017」（JLSCP2015-2017）である。本調査は、日本全国の小学1年生から高校3年生の親子
を対象に、同一個人を追跡したパネル調査である。対象者は、株式会社ベネッセコーポ
レーションが保有する親子リストを利用して募集した調査モニターである（2）。調査時期は、
2015・2016・2017年の主に7～8月である。

本稿における分析対象は、2015・2016年パネルデータ、および2016・2017年パネルデー
タにおいて、中1→中2、中2→中3、高1→高2、高2→高3と移行したサンプルとする。学
校段階をまたぐと各変数の変化を解釈することが困難になるため、中3→高1のサンプル
は、分析に用いない。また、勉強好きが少なくなるのは主に中学校・高校段階であり、さ
らに、進学に関する変数は中学生・高校生にしか調査していないことから、小学生は扱わ
ないものとする。分析サンプルの構成は表1のようになる。

分析枠組みは以下の通りである。まず、各年調査において、「勉強が好き」（「あなたは勉
強がどれくらい好きですか」）という意識を尋ねているため、その変化を従属変数として設
定する。その際、勉強が「好き」から「好きではない」への変化と、勉強が「好きではな
い」から「好き」への変化では、その規定要因が異なると想定し、両者をそれぞれ従属変
数として設定する。なお、便宜的に、たとえば中1→中2サンプルにおいては、中1時点を

「前年」、中2時点を「今年」と表記することがある。
独立変数は、3つの要素から構成する。属性、学校適応（授業適応・学級適応など）、将

来展望（進路希望・将来目標など）である。属性はコントロール変数である。前述のよう
に、学校適応と将来展望については、初期値モデル（前年の状態を独立変数として投入）
と連動モデル（前年から今年にかけての変化を独立変数として投入）の分析を行い、どち
らのモデルがより説明力が高いかを検討する。

3．使用する変数

（1）従属変数の経年変化
表2は、従属変数である「勉強が好き」の経年変化を示したものである。「あなたは勉強

がどれくらい好きですか」という設問に対して、「とても好き」「まあ好き」に回答した場合
を「好き」、「あまり好きではない」「まったく好きではない」に回答した場合を「好きでは
ない」としている。

これをみると、中1から中2、高1から高2にかけて、「好きではない」の比率が統計的に
有意に増加している。特に中1から中2にかけては、「好き」から「好きではない」に変化
した人が18.2%であるのに対して、「好きではない」から「好き」に変化した人は6.6%しか

学校適応と将来展望が「勉強好き」の変化に与える影響 ── 初期値モデルと連動モデルの比較検討 ──
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いない。また、高校生は、高1から高2にかけて「好きではない」が微増（12.4%＞9.1%）
するものの、高2から高3にかけては「好き」が微増（8.4%＜13.5%）し、ほぼ打ち消し
合っていることがわかる。また、変化がなかった人に注目すると、「好き」をキープしてい
る人は、どの学年においても3割程度にすぎない。一方、「好きではない」ままの人は、中
学生で4割程度、高校生で5割程度存在する。

次節では、前年の回答に基づき、勉強が「好き」グループと、「好きではない」グルー
プに分けて分析を行う。

（2）変数の設定と記述統計量
表3は分析で使用する変数の設定、表4は独立変数の記述統計量である。「初期値」と書

かれているものは、初期値モデルの分析で用いる独立変数であり、「変化」と書かれている
ものは、連動モデルの分析で用いる独立変数である。

学校適応に関する変数は、「授業が楽しい」、「尊敬できる先生がいる」、「自分のクラス
が好きだ」の3つである。これらは子どもが安心して学べる環境や、学びへの欲求を刺激
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表2　「勉強が好き」の経年変化



する情報、学ぶことがおもしろいといった経験をもたらし、子どもを勉強好きに変化させ
る可能性があると考え、設定した。将来展望に関する変数は、大学進学を希望している、

「入るのが難しいと言われる高校／大学に入りたい」、「将来の目標がはっきりしている」の
3つである。これらは自分が将来どうなりたいかという目標の設定にかかわるもので、こ
うした目標を持つことが、現在の勉強に価値を見いだすことにつながり、子どもを勉強好
きに変化させる可能性があると考え、設定した。

学校適応と将来展望が「勉強好き」の変化に与える影響 ── 初期値モデルと連動モデルの比較検討 ──
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表3　変数の設定
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表4　独立変数の記述統計量



4．分析結果

本節では、「勉強が好き」の変化を従属変数とするロジスティック回帰分析を行った結
果を示す。なお、初期値モデルと連動モデルの比較を行うため、リストワイズによって、
両分析の対象者をそろえている。

（1）勉強が「好きではない」グループのロジスティック回帰分析
まず、前年において勉強が「好きではない」グループでロジスティック回帰分析を行い、

学校適応と将来展望が、勉強が「好き」への変化に与える影響を検討する。表5－1が初期
値モデル、表5－2が連動モデルである。回帰係数が正の値であるとき、その独立変数の値
が大きいほど、勉強が「好き」に変化しやすいことを表す。

初期値モデルをみると、学校適応に関しては、中学生・高校生に共通して「授業が楽し
い」と感じていたことが、勉強が「好き」に変化することに正の効果を持っている。将来
展望に関しては、高校生では大学進学を希望していたこと、高2から高3にかけては、それ
に加えて「入るのが難しいと言われる大学に入りたい」と思っていたことが正の効果を

学校適応と将来展望が「勉強好き」の変化に与える影響 ── 初期値モデルと連動モデルの比較検討 ──
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表5－2　勉強が「好きではない」→「好き」への変化の規定要因（ロジスティック回帰分析）連動モデル

表5－1　勉強が「好きではない」→「好き」への変化の規定要因（ロジスティック回帰分析）初期値モデル



持っている。
一方、連動モデルをみると、学校適応に関しては、中学生・高校生に共通して「授業が

楽しい」と感じるようになったことが、勉強が「好き」に変化することに正の効果を持っ
ている。また、高2から高3にかけては「尊敬できる先生がいる」ようになったことが正の
効果を持っている。将来展望に関しては、中学生では「将来の目標がはっきりしている」
ようになったことが正の効果、高2から高3にかけては大学進学を希望しないようになった
ことが負の効果を持っている。

なお、以上で述べるところの「効果」は、必ずしも一方通行の因果関係を示すものでは
ない。たとえば、「授業が楽しい」の変化と「勉強が好き」の変化は、どちらか一方が常に
原因で、どちらか一方が常に結果というよりも、互いが原因となり結果となり、まさに

「連動」して変化していると解釈するほうが妥当だろう。

（2）勉強が「好き」グループのロジスティック回帰分析
次に、前年において勉強が「好き」グループでロジスティック回帰分析を行い、学校適

応と将来展望が、勉強が「好きではない」への変化に与える影響を検討する。表6－1が初
期値モデル、表6－2が連動モデルである。回帰係数が負の値であるとき、その独立変数の
値が大きいほど、勉強が「好き」を維持しやすいことを表す。

学校適応と将来展望が「勉強好き」の変化に与える影響 ── 初期値モデルと連動モデルの比較検討 ──
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表6－1　勉強が「好き」→「好きではない」への変化の規定要因（ロジスティック回帰分析）初期値モデル



初期値モデルをみると、学校適応に関しては、中1から中2にかけては「自分のクラス
が好きだ」と感じていたことが、中2から中3にかけては「尊敬できる先生がいる」と感じ
ていたことが、高1から高2にかけては「授業が楽しい」と感じていたことが、勉強が「好
き」を維持する効果を持っている。将来展望に関しては、高校生で「入るのが難しいと言
われる大学に入りたい」と思っていたことが、同様の効果を持っている。

一方、連動モデルをみると、学校適応に関しては、中学生・高校生に共通して「授業が
楽しい」と感じるようになったことが、勉強が「好き」を維持する効果を持っている。ま
た、高1から高2にかけては「自分のクラスが好きだ」と感じるようになったことが、同様
の効果を持っている。将来展望に関しては、中1から中2にかけては「入るのが難しいと言
われる高校に入りたい」と思うようになったことが、高1から高2にかけては「入るのが難
しいと言われる大学に入りたい」と思うようになったことが、同様の効果を持っている。

なお、（1）と同様、以上で述べるところの「効果」は、必ずしも一方通行の因果関係を
示すものではない。子どもたちの1年間の変化を想像したとき、学校適応・将来展望のう
ちのいくつかの要素と勉強好きは、互いに原因となり結果となり、スパイラルに変化して
いると解釈するほうが適切だろう。

（3）ロジスティック回帰分析に関する小括
以上の分析結果を総括すると、初期値モデルと連動モデルで、効果が認められる独立変

数が異なることが確認できる。つまり、勉強好きの変化は、学校適応や将来展望の初期値
で決まる部分と、連動して変化する部分がある。また、モデル適合度を表す-2対数尤度と
擬似決定係数に着目すると、初期値モデルと連動モデルでどちらが大きいとは一概には言
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表6－2　勉強が「好き」→「好きではない」への変化の規定要因（ロジスティック回帰分析）連動モデル



学校適応と将来展望が「勉強好き」の変化に与える影響 ── 初期値モデルと連動モデルの比較検討 ──

－27－

えず、どちらかのモデルが採択されるというよりも、2つの側面を持っていると解釈でき
る。ただし、中1から中2にかけては、初期値モデルよりも連動モデルのほうが、適合度が
高い傾向がある。すなわち、中学校生活の前半においては、勉強好きは学校適応や将来展
望とともに流動的に変化する部分が相対的に大きいと考えられる。

次に、「好きではない→好き」と「好き→好きではない」の分析結果を比較すると、両
者の変化に共通する要因としては、「授業の楽しさ」の変化があり、子どもたちの学習にお
いて重要な要素であることがわかる。一方で、「好きではない→好き」と「好き→好きでは
ない」の変化で異なる要因としては、中学生で将来の目標が明確になったこと、高校生で
大学進学を希望していたことなどが挙げられる。これらは、勉強が「好きではない」から

「好き」に変化させる効果は見いだされたが、「好き」を維持させる効果は見いだされな
かった。将来を意識させることは重要であるが、それによって勉強が好きになった後に、
勉強好きを維持させるには、また別の方法が求められるということだろう。

5．まとめと考察

以上の分析から得られた知見およびインプリケーションは3つである。
第1に、どの学年でも、勉強が「好き」から「好きではない」に変化する子どもが一定

数おり、勉強が「好き」をキープする子どもは、特に高校生では少なくなる。ただし、ど
の学年でも、勉強が「好きではない」から「好き」に変化する子どもも一定数いる。つま
り、勉強好きはある程度変化するものと捉え、その変化の要因に働きかけることが重要と
考えられる。

第2に、勉強好きの変化は、学校適応や将来展望に関する変数の初期値で決まる部分と、
連動して変化する部分がある。つまり、初期状態の意識が重要であると同時に、初期に課
題を抱えていたとしても、在学中に学校適応や将来展望を変化させることによって勉強好
きを変化させられる可能性がある。生徒の初期状態と在学中の変化のどちらか一方だけを
強調する議論には、再考の余地がある。

第3に、勉強好きの変化には、学校適応と将来展望の両方の要素が独自の効果を持って
おり、それぞれを高めるような働きかけが重要となる。また、学年にかかわらず効果を持
つものもあれば、学年によって効果が異なるものもあり、それをふまえることが必要であ
る。学年によって異なるものは、その時期ごとの働きかけが重要になる。

本研究の限界は、独立変数に用いた項目が、勉強好きの変化の規定要因の一部を捉えた
ものにすぎないという点である。たとえば、「学校の勉強は日常生活で役立っている」とい
う意識は、現在的レリバンスひいては学校適応に関するものとして、「学校の勉強は将来の
仕事で役立つ」という意識は、将来的レリバンスひいては将来展望に関するものとして、
分析に追加する必要があるだろう。今後、より多面的な分析が求められる。
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橋本 尚美　　邵 勤風　　須藤 康介

＜注＞
（1）国際学力調査TIMSS2015によると、小学4年生で「算数の勉強が楽しい」と回答した児童は74.9%、

中学2年生で「数学の勉強が楽しい」と回答した生徒は52.3%である。質問文はやや異なるものの、
国際学力調査PISA2012によると、高校1年生で「数学で学ぶ内容は興味がある」と回答した生徒
は37.8%である。これらの傾向は理科／科学についてもみられる。

（2）ベネッセコーポレーションが保有している各学年の親子リストから、地域ブロック（北海道・東
北、東京都以外の関東、東京都、中部、近畿、中国・四国、九州・沖縄の7地域）の人数比が文部
科学省「学校基本調査」における同比率に合うように、また、進研ゼミの会員・非会員の人数比が
親子リスト全体における同比率に合うように、モニターを募集した（ベネッセ教育総合研究所
2016、2017、2018）。
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